
学
習
者
を
取
-
巻
-
状
況
変
化
と
国
語
科
教
育

多
様
な
背
景
を
持
つ
学
習
者
に
対
応
す
る
試
み

千
里
国
際
学
園
で
の
実
践
-
制
度
と
内
容
か
ら
-

は
じ
め
に

帰
国
生
徒
・
外
国
人
生
徒
二
般
生
徒
が
共
に
学
び
へ
　
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

国
際
学
校
を
併
設
す
る
'
千
里
国
際
学
園
に
と
う
と
う
十
年
間
も
勤
務
し
ま

し
た
。こ
の
'
特
異
な
学
校
で
の
'
様
々
な
背
景
を
持
っ
た
生
徒
た
ち
に
対
す
る

教
育
実
践
を
通
し
て
'
「
多
様
な
背
景
を
持
つ
学
習
者
」
に
対
応
す
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

千
里
国
際
学
園

(
〓
学
校
の
特
色

こ
の
学
園
は
、
平
成
三
　
(
1
九
九
1
)
年
帰
国
子
女
の
受
け
入
れ
を
主
た

る
目
的
と
し
て
、
外
国
人
子
女
や
一
般
国
内
生
徒
も
共
に
学
ぶ
新
国
際
学
校

の
理
念
を
も
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
こ
の
学
園
に
は
'
千
里
国
際
学
園
中
等
部
・

高
等
部
(
w
>
-
i
n
)
と
大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
　
(
0
-
V
>
)

の
二
つ
の
学
校
が
あ
っ
て
'
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
校
舎
・
施
設
を
共
同
で
使

福
　
島
　
浩
　
介

用
し
て
い
る
。
前
者
は
、
近
畿
圏
に
海
外
か
ら
帰
国
す
る
生
徒
を
主
体
に
し

て
'
国
内
育
ち
で
も
'
将
来
の
国
際
人
を
め
ざ
す
一
般
生
徒
と
主
に
日
本
語

で
教
育
を
受
け
た
い
外
国
籍
生
徒
が
と
も
に
学
ぶ
学
校
で
あ
る
。
後
者
は
'

大
阪
と
そ
の
周
辺
地
区
の
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
四
歳
の
幼
児
か
ら
高
校

生
ま
で
の
た
め
の
英
語
を
主
と
し
て
使
用
す
る
学
校
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学

校
は
、
単
に
同
じ
校
舎
を
使
用
し
て
い
る
だ
け
で
な
-
'
音
楽
・
美
術
・
体

育
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
家
庭
科
な
ど
は
合
同
ク
ラ
ス
で
主
に
英
語
に
よ
る

授
業
を
受
け
て
い
る
。
生
徒
の
国
籍
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
教
員
グ
ル
ー

プ
も
多
国
籍
(
1
九
九
八
年
度
は
専
任
教
員
だ
け
で
八
カ
国
)
　
か
ら
な
り
、

日
本
語
と
英
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
ミ
ニ
国
際
社
会
を
形
成
し
て
'
相
互
交

流
を
活
発
に
行
い
、
二
1
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
貢
献
し

得
る
人
材
の
育
成
を
目
標
に
し
て
い
る
。

英
語
は
レ
ベ
ル
別
ク
ラ
ス
へ
国
語
・
数
学
に
は
基
礎
ク
ラ
ス
も
あ
り
'
基

本
的
に
個
人
に
対
応
し
た
教
育
を
し
て
い
る
。

(
〓
)
　
進
路
先
概
要

卒
業
生
総
数
二
八
〇
名
　
(
九
四
～
九
八
年
度
)
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各
々
が
学
園
生
活
へ
　
そ
し
て
そ
れ
に
至
る
歴
史
の
中
で
培
っ
た
'
多
様
な

価
値
観
に
基
づ
き
'
自
身
で
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
へ
学
園
の
教
員
達

(
日
本
人
・
外
国
人
)
　
の
助
言
を
得
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が

大
学
へ
進
学
す
る
中
で
'
各
年
毎
に
'
約
四
〇
校
の
私
立
大
学
、
約
一
〇
校

の
国
公
立
大
学
、
及
び
ア
メ
リ
カ
へ
　
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
へ
進
学
し
て
い
る
。

帰
国
生
徒
の
受
け
入
れ
を
中
心
に
'
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
本
人
生
徒
、

及
び
外
国
籍
生
徒
へ
　
ま
た
二
重
国
籍
生
徒
が
'
共
に
学
び
あ
え
る
学
園
へ

「
新
国
際
学
校
」
　
と
し
て
一
九
九
一
年
に
開
設
さ
れ
た
当
学
園
も
、
全
体
と

し
て
、
英
語
圏
の
現
地
校
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
及
び
世
界

各
地
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
出
身
者
の
割
合
が
高
い
。
日
本

人
学
校
出
身
者
の
意
識
へ
　
ま
た
本
校
に
お
け
る
英
語
中
心
の
傾
向
等
、
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
多
い
。

制
度
的
な
も
の

本
学
園
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

本
学
園
で
は
'
様
々
な
背
景
を
持
っ
た
生
徒
を
受
け
入
れ
教
育
す
る
た
め

の
試
行
錯
誤
を
こ
の
一
〇
年
間
行
っ
て
き
た
。
学
年
途
中
で
の
編
入
学
生
へ

ま
た
へ
　
国
際
学
校
と
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
る
年
度
の
開
始
・
終
了
の
違
い

の
問
題
も
加
わ
り
'
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
は
大
変
な
作
業
に
な
っ
て
い
た
。

更
に
、
開
校
当
初
か
ら
選
択
の
幅
の
広
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
第
二
外

国
語
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
科
目
も
開
講
さ
れ
て
い
た
た
め
へ
　
時
間
割

の
編
成
は
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
o
I
s
生
徒
の
な
か
に
は
'
両
親
の
ど
ち
ら
か
ま
た
は
両
方
が

日
本
語
を
第
1
I
I
昌
間
に
す
る
者
、
日
本
語
に
よ
る
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
日
本
語
に
堪
能
な
者
が
多
数
在
校
L
へ
　
こ
れ
ら
の
生
徒
は
O
I
s
が
開
講

す
る
日
本
語
の
ク
ラ
ス
の
上
級
レ
ベ
ル
を
修
了
し
、
s
I
s
の
国
語
の
授
業

を
受
講
す
る
。
彼
ら
は
、
九
月
に
学
年
が
変
わ
る
た
め
へ
　
七
年
生
に
な
っ
た

生
徒
が
'
中
学
一
年
生
の
二
学
期
の
授
業
に
参
加
し
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
'
翌
年
の
四
月
に
は
、
席
を
並
べ
て
学
習
し
て
い
た
中
学
一
年
生

が
二
年
生
に
な
り
、
ク
ラ
ス
編
成
も
変
わ
り
、
時
間
割
も
変
更
に
な
る
。
こ

こ
で
o
I
s
側
は
時
間
割
の
調
整
を
行
い
二
年
生
の
授
業
に
参
加
す
る
こ
と

に
す
る
か
、
順
番
が
逆
に
な
る
が
新
一
年
生
の
一
学
期
の
授
業
に
参
加
す
る

(
つ
ま
り
、
二
I
三
-
1
学
期
の
順
で
履
修
す
る
)
。
こ
の
二
つ
の
方
法
は

そ
れ
ぞ
れ
数
年
度
に
渡
っ
て
試
行
さ
れ
た
。
前
者
で
は
、
中
学
で
の
学
習
の

ス
キ
ル
・
習
慣
を
重
点
的
に
学
習
す
る
中
学
一
年
生
一
学
期
を
経
な
い
ま
ま
、

国
語
の
学
習
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
'
後
者
で
は
、
違
う
学
習
集
団
の
中

で
、
教
材
・
授
業
内
容
な
ど
の
難
易
度
が
逆
転
し
た
1
学
期
間
を
過
ご
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
例
え
ば
、
高
等
部
に
お
い
て
国
語
科
は
'
年
度
途
中
の
編
入
学
者

(
九
月
か
ら
授
業
に
参
加
す
る
O
I
s
の
生
徒
も
同
様
)
　
に
は
、
放
課
後
ま

た
は
生
徒
の
空
き
時
間
に
古
典
の
補
講
を
行
う
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
た
が
、

こ
れ
は
授
業
時
数
は
1
六
～
二
〇
で
は
あ
る
が
、
平
均
三
～
四
学
年
、
四
～

五
教
材
を
担
当
す
る
国
語
科
教
員
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
負
担
と
な
っ
て
い

た
。こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
ま
た
へ
　
生
徒
の
選
択
の
自
由
度
を
高
め
、

一
人
一
人
の
個
性
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
べ
-
計
画
さ
れ
、
一
九
九
九
年
度

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、
学
期
完
結
制
で
あ
る
。
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学
期
完
結
制

高
等
学
校
に
お
い
て
、
各
学
期
で
授
業
が
完
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
単
位
・

成
績
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
校
で
、
こ
の
　
『
実
験
』
が
開
始
さ

れ
た
の
は
1
九
九
九
年
度
か
ら
で
あ
る
　
c
o
-
e
n
が
四
月
か
ら
実
施
し
、
O

I
s
は
九
月
か
ら
合
流
し
た
。

本
校
は
、
週
休
二
日
制
を
開
校
時
か
ら
採
っ
て
い
.
る
が
、
四
月
か
ら
六
月

い
っ
ぱ
い
に
六
〇
日
の
授
業
日
を
確
保
し
'
「
春
学
期
」
へ
九
月
か
ら
〓
月

末
ま
で
に
六
〇
日
間
の
「
秋
学
期
」
、
1
　
1
月
末
か
ら
冬
季
休
業
を
挟
ん
で

三
月
半
ば
ま
で
に
六
〇
日
間
の
「
冬
学
期
」
と
呼
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
年
間

合
計
一
八
〇
日
間
の
授
業
日
を
確
保
し
て
い
る
。
よ
っ
て
年
間
合
計
一
八
〇

日
間
の
授
業
日
を
確
保
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
へ
　
「
学
園
祭
」
「
体
育
祭
」
　
ま

た
「
卒
業
式
」
な
ど
の
行
事
は
土
曜
日
に
行
い
代
休
は
な
い
。
ま
た
へ
各
教

科
の
試
験
は
'
授
業
中
に
行
う
た
め
へ
　
特
別
な
試
験
期
間
も
な
い
。

こ
の
そ
れ
ぞ
れ
六
〇
日
間
の
各
学
期
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
を
完
結

さ
せ
、
成
績
・
単
位
　
(
高
等
部
に
お
け
る
)
　
と
も
に
与
え
て
し
ま
う
と
い
う

の
が
'
学
期
完
結
制
の
概
念
で
あ
る
。
高
等
学
校
で
の
必
修
単
位
は
'
学
習

指
導
要
領
の
必
修
単
位
に
限
ら
れ
、
各
自
は
'
大
変
自
由
度
の
高
い
時
間
割

を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
生
徒
に
よ
っ
て
は
'
国
語
・
数
学
・

英
語
な
ど
「
主
要
三
科
目
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
科
目
を
一
つ
、
二
つ
へ
　
履

修
し
な
い
学
期
も
'
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ
る
。

生
徒
は
、
各
学
年
の
初
め
迄
に
'
三
学
期
分
の
履
修
を
、
毎
年
発
行
さ
れ

る
「
コ
ー
ス
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
各
科
目
の
担
当
教
員
・
時

間
数
・
授
業
内
容
が
詳
細
に
期
さ
れ
た
冊
子
を
参
考
に
決
定
し
'
教
務
へ
申

し
込
む
。
そ
れ
に
際
し
て
、
各
学
級
担
当
と
コ
ー
ス
・
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
I
と

呼
ぶ
担
当
職
員
が
'
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

高
等
部
で
の
科
目
は
'
基
本
的
に
毎
日
1
時
間
の
過
五
時
間
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
国
語
科
で
い
え
ば
'
指
導
要
領
の
「
国
語
I
L
「
国
語
H
」
　
の
授

業
に
相
当
す
る
科
目
は
過
五
時
間
で
あ
る
。
ま
た
、
過
二
時
間
、
三
過
三
時

間
の
科
目
も
開
設
さ
れ
て
お
り
、
国
語
科
で
は
、
「
国
語
H
」
　
の
四
単
位

(
二
学
期
分
)
　
の
単
位
を
修
得
し
た
者
が
履
修
可
能
と
な
っ
て
い
る
「
現
代

文
」
「
古
典
I
L
「
国
語
表
現
」
に
相
当
す
る
科
目
に
二
時
間
の
も
の
が
あ
る
。

各
学
期
最
低
六
単
位
分
は
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
へ
　
最
高
で
は
放

課
後
の
第
二
外
国
語
を
含
め
る
と
一
三
単
位
分
ほ
ど
が
履
修
可
能
で
あ
る
。

こ
の
発
表
に
当
た
っ
て
'
数
校
の
単
位
制
高
等
学
校
(
茨
城
県
立
牛
久
栄

進
高
等
学
校
、
東
京
都
立
新
宿
山
吹
高
等
学
校
へ
　
岡
山
県
立
倉
敷
古
城
池
高

等
学
校
へ
　
福
岡
県
立
博
多
青
松
高
等
学
校
)
　
の
シ
ラ
バ
ス
　
(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
)
　
を
調
べ
た
が
'
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
期
間

は
、
通
年
へ
　
ま
た
は
半
年
間
(
セ
メ
ス
タ
ー
)
　
の
も
の
で
、
本
校
が
三
学
期

(
ト
ラ
イ
メ
ス
タ
ー
)
　
の
そ
れ
ぞ
れ
で
単
位
を
認
定
し
て
い
る
の
は
ご
-
柿

の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
中
等
部
で
は
、
二
年
次
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
が
必
修
の
科
目
で
あ
り
、

選
択
可
能
な
も
の
は
「
音
楽
」
　
(
合
唱
・
吹
奏
楽
・
弦
楽
そ
れ
ぞ
れ
初
心
者

向
け
・
経
験
者
向
け
か
ら
選
択
)
　
と
第
二
外
国
語
　
(
現
在
独
語
へ
仏
語
、
西

語
へ
　
中
国
語
を
開
講
)
　
の
み
で
あ
る
。
ま
た
国
語
・
数
学
は
通
年
で
行
わ
れ

て
い
る
。
他
の
科
目
は
'
各
学
期
ご
と
に
内
容
・
担
当
が
変
わ
っ
た
り
す
る

の
で
学
期
完
結
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
も
い
え
る
。
三
年
次
以
降
に
な
る

と
、
例
え
ば
数
学
科
で
は
中
学
三
年
生
以
上
の
学
習
内
容
を
す
べ
て
再
構
成

し
中
学
三
年
次
で
因
数
分
解
等
、
必
修
で
あ
る
「
数
学
I
」
の
内
容
を
カ
バ
ー
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し
、
高
等
部
進
学
後
の
選
択
の
自
由
度
を
高
め
た
り
、
英
語
科
で
は
さ
ら
に

中
学
三
年
以
降
の
ク
ラ
ス
は
基
本
的
に
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
'
習
熟
度
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
で
は
あ
る
が
無
学
年
制
で
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

他
教
科
へ
制
度
面
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
'
今
秋
発
行
さ
れ
る
「
千
里

国
際
学
園
　
紀
要
第
八
号
」
　
に
詳
し
-
掲
載
さ
れ
る
の
で
そ
ち
ら
に
誹
る
こ

と
に
す
る
。

内
容
的
な
も
の

こ
こ
で
は
'
千
里
国
際
学
園
の
国
語
科
が
数
年
間
に
渡
り
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
「
多
様
な
背
景
を
持
つ
学
習
者
に
対
応
す
る
試
み
」
の
実
践
を

紹
介
す
る
。

実
践
例

中
等
部
一
年
次

・
竹
取
物
語
絵
巻

教
科
書
(
光
村
)
　
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
竹
取
物
語
』
を
学
習
し
た
後
'

授
業
担
当
者
が
用
意
し
た
本
文
(
傍
注
付
き
テ
キ
ス
ト
　
下
図
参
照
)
に
沿
っ

た
給
を
描
か
き
へ
本
文
も
添
え
る
o
中
等
部
1
年
次
で
は
'
1
学
級
が
1
五
～

二
〇
名
の
三
学
級
編
成
で
あ
る
た
め
、
本
文
は
'
八
～
一
〇
種
類
と
し
、
ク

ラ
ス
を
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
を
決
め
た
。
各
ク
ラ
ス
二

本
計
六
本
の
巻
物
が
完
成
し
た
。
通
常
、
冬
休
み
前
の
時
期
四
～
六
時
間
ほ

ど
を
充
て
る
が
、
服
装
・
家
屋
な
ど
の
考
証
も
図
書
館
な
ど
を
利
用
し
て
正

確
に
期
す
る
こ
と
を
1
つ
の
柱
と
す
る
o

図
書
館
を
利
用
し
て
'
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
い
う
作
業
の
第
一
歩
。
グ
ル
ー

プ
で
の
作
業
と
な
る
た
め
'
全
体
の
出
来
に
対
す
る
買
任
感
も
生
ま
れ
へ
　
ま

た
へ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
・
興
味
は
追
っ
て
も
助
け
合
っ
て
作
業
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
必
ず
翌
年
度
の
入
学
時
期
に
'
校
内
中
央
に

位
置
す
る
図
告
館
の
入
り
口
に
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
必
ず
多
-

の
人
の
目
に
触
れ
る
と
い
う
意
識
も
動
機
付
け
に
役
立
つ
よ
う
で
あ
る
。

(
蛇
足
な
が
ら
、
毎
年
「
か
ぐ
や
姫
」
の
お
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
ラ

ジ
オ
体
操
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
生
徒
は
必
ず
い
る
)

・
故
事
成
語
紙
芝
居

上
記
の
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
と
同
様
の
作
業
。
一
〇
年
間
の
う
ち
一
度
ほ

ど
実
施
。
(
当
時
の
担
当
者
の
好
み
と
思
わ
れ
る
が
、
記
録
が
は
っ
き
り
と

残
っ
て
お
ら
ず
、
詳
細
未
詳
)

中
等
部
三
年
次

・
平
安
時
代
事
典

各
生
徒
が
自
分
の
興
味
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
調
べ
A
4
用
紙
二
枚
か
ら

六
、
七
枚
程
度
の
分
量
に
ま
と
め
、
各
学
級
一
冊
の
事
典
を
作
り
上
げ
、
全

員
に
配
布
す
る
。
そ
の
内
容
は
'
中
等
部
第
一
期
生
の
九
三
年
度
か
ら
の
七

年
間
で
'
服
装
・
食
べ
物
と
い
っ
た
一
般
的
な
も
の
か
ら
、
宗
教
・
物
の
怪
、

は
て
は
男
色
と
い
っ
た
も
の
ま
で
多
岐
に
及
ん
だ
。
通
常
、
題
材
の
決
定
か

ら
作
成
、
印
刷
、
製
本
(
各
ク
ラ
ス
趣
を
こ
ら
し
た
表
紙
を
作
成
す
る
)
　
ま

で
二
週
間
以
上
を
費
や
す
。

こ
れ
も
図
書
館
へ
近
年
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
ほ
か
の
メ
デ
ィ
ア
も

利
用
し
て
の
調
査
作
業
と
な
る
。
開
設
の
文
章
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
け
れ
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ぱ
な
ら
ず
、
ま
た
へ
人
目
に
も
触
れ
形
と
し
て
残
る
た
め
地
道
で
丁
寧
な
作

業
が
要
求
さ
れ
る
。
各
生
徒
の
興
味
に
よ
っ
て
題
材
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、

モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
。
最
近
の
数
年
は
'
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

を
利
用
し
て
作
成
・
提
出
す
る
生
徒
も
増
え
て
お
り
、
ず
い
ぶ
ん
と
立
派
な

体
裁
の
も
の
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
中
等
部
で
は
、
「
チ
ャ
ー
リ
ー
」
と
呼
ぶ
漢
字
テ
ス
ト
を
過
一
回
へ

作
品
ご
と
の
語
嚢
・
漢
字
調
べ
の
「
言
葉
ノ
ー
ト
」
、
各
学
期
、
夏
・
冬
の

長
期
休
暇
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
漢
字
テ
ス
ト
は
'

教
育
・
常
用
漢
字
の
範
囲
の
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
三
年
間
使
用
す
る
。
こ
れ
は
へ

全
て
の
生
徒
に
基
礎
的
な
学
力
を
保
証
す
る
手
だ
て
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

十
年
一
日
の
ご
と
-
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
「
言
葉
ノ
ー
ト
」
と
と
も
に
へ

ど
ん
な
生
徒
で
も
時
間
を
か
け
れ
ば
で
き
る
と
い
う
も
の
を
定
着
さ
せ
る
の

も
多
様
性
へ
の
対
応
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
読
書
ノ
ー
ト
」
は
あ
-
ま
で
へ

各
生
徒
の
読
書
の
記
録
で
あ
り
'
そ
の
学
期
に
学
習
し
た
作
品
・
単
元
に
関

連
す
る
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
指
定
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
配
布
さ
れ
る
B
5
サ

イ
ズ
の
用
紙
に
'
一
番
印
象
の
深
か
っ
た
部
分
を
記
し
へ
そ
の
理
由
・
感
想

を
雷
き
'
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
-
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
毎
回
二
枚
の

提
出
。
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
-
ノ
ー
ト
は
三
年
間
使
い
続
け
る
こ
と
を
指
導
し

て
い
る
。

高
等
部
一
年
次

・
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
実
習

九
八
年
度
ま
で
、
o
I
s
は
六
月
半
ば
に
年
度
を
終
了
し
て
お
り
へ
S
I
S

は
一
八
〇
日
の
授
業
日
を
確
保
す
る
た
め
に
へ
七
月
上
旬
ま
で
単
独
で
授
業

を
行
っ
て
い
た
。
音
楽
・
美
術
・
体
育
・
英
語
な
ど
の
多
-
の
外
国
人
教
員

が
、
契
約
上
一
足
早
-
休
暇
に
は
い
る
た
め
'
二
週
間
ほ
ど
の
特
別
時
間
割

で
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
'
他
教
科
に
も
協
力
を
願
っ
て
行
っ

た
の
が
こ
の
単
元
で
あ
る
。
本
学
園
で
は
、
中
等
部
か
ら
様
々
な
教
科
で
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
が
課
さ
れ
る
が
'
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
に
よ
っ
て
、
体
系
的

に
そ
の
書
き
方
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
　
(
英
語
科
は
の

ぞ
く
)
。
そ
こ
で
、
各
教
科
か
ら
担
当
者
ご
と
に
専
門
領
域
か
ら
数
個
の
題

材
を
提
示
し
て
も
ら
い
、
生
徒
が
そ
の
中
か
ら
選
択
し
て
、
指
導
担
当
者

(
大
袈
裟
に
「
指
導
教
官
」
と
呼
ん
で
い
た
)
　
に
つ
き
へ
取
材
・
構
成
・
下

古
き
の
三
段
階
で
必
ず
「
指
導
教
官
」
に
点
検
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
使

用
す
る
言
語
は
日
本
語
で
あ
る
。
ま
た
へ
論
文
の
構
成
は
必
ず
、
序
論
・
本

論
・
結
論
と
い
う
形
を
と
り
、
目
次
も
必
ず
つ
け
る
こ
と
に
し
た
。
分
立
的

に
は
、
四
〇
〇
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
で
五
枚
以
上
と
い
う
こ
と
に
し
た
が
'

か
な
り
細
か
-
枠
組
み
が
決
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
ま
た
へ
必
ず
定
期
的
に

教
員
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
(
三
つ
の
段
階
で
担
当
教
員

の
サ
イ
ン
を
も
ら
う
用
紙
を
つ
-
り
、
レ
ポ
ー
ト
の
表
紙
に
添
付
し
て
提
出

す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
)
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
、
ま
た
、
能
力
に
応
じ
て
着

実
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。
惜
し
む
ら
-
は
'
い
び
つ
な

授
業
形
態
の
徒
花
と
し
て
の
単
元
だ
っ
た
た
め
、
二
回
し
か
実
施
さ
れ
て
お

ら
ず
へ
毎
年
継
続
で
き
て
い
れ
ば
と
、
悔
や
ま
れ
る
。
今
後
、
何
か
の
形
で

こ
の
思
想
を
生
か
し
て
ゆ
き
た
い
。

高
等
部
三
年
次

九
八
年
度
ま
で
は
、
三
年
次
で
現
代
文
二
時
間
が
必
修
で
あ
っ
た
た
め
、
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四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
〇
枚
以
上
の
「
卒
業
論
文
」
を
全
員
に
課
し
て

い
た
。
こ
れ
は
自
由
登
校
に
入
る
前
、
冬
休
み
迄
辺
り
を
締
め
切
り
に
'
タ

イ
プ
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
と
打
ち
出
し
原
稿
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
を
国
語
科
で
一
つ
に
ま
と
め
へ
業
者
に
発
注
し
て
印
刷
・
製
本

し
、
卒
業
式
で
配
布
し
て
い
た
。
九
五
年
卒
業
の
高
等
部
二
期
生
か
ら
六
期

生
ま
で
五
冊
の
『
卒
業
論
文
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
校
の
卒
業
生
は
'
ほ

ぼ
1
0
0
%
が
進
学
希
望
で
あ
り
'
「
こ
の
忙
し
い
時
期
に
」
と
い
う
不
満

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
六
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
何
か
形
に
残

る
も
の
が
出
来
る
の
は
満
足
の
い
-
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
コ
ス
ト

を
切
り
つ
め
る
た
め
に
へ
　
レ
イ
ア
ウ
ト
ま
で
国
語
科
で
行
い
、
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
を
印
刷
所
に
持
ち
込
ん
で
い
た
。

い
-
つ
か
の
実
践
例
を
抄
録
し
た
が
、
本
学
園
で
の
国
語
科
に
与
え
ら
れ

た
授
業
時
数
は
'
中
等
部
で
は
'
1
年
次
告
写
1
時
間
を
含
め
て
四
時
間
、

二
年
時
三
時
間
、
三
年
時
三
時
間
で
あ
り
、
高
等
部
で
は
先
に
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
。
こ
の
限
ら
れ
た
時
間
内
で
、
様
々
な
背
茄
を
持
っ
た
生
徒
た
ち

が
1
堂
に
会
し
て
'
学
習
し
て
い
る
。

こ
の
十
年
間
の
歩
み
の
中
で
'
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
「
個
性
を
認
め
あ

う
た
め
の
前
提
の
保
証
」
の
必
要
性
で
あ
り
'
各
学
習
者
が
、
個
々
に
応
じ

て
達
成
感
を
得
る
こ
と
の
出
来
る
枠
組
み
の
提
示
も
必
要
も
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
1
人
で
も
「
路
頭
に
迷
い
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
な
-
」
、

ま
た
、
「
道
を
踏
み
外
す
こ
と
な
-
」
学
習
で
き
る
よ
う
な
緩
や
か
な
枠
組

み
は
、
よ
-
考
え
ら
れ
'
繰
り
返
し
て
学
習
者
に
提
示
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。

こ
れ
は
へ
上
記
の
よ
う
な
実
践
例
の
中
で
、
海
外
で
教
育
を
受
け
た
た
め
、

試
験
な
ど
'
一
般
的
な
国
語
の
学
力
の
側
面
で
は
力
を
発
揮
で
き
な
い
'
日

本
語
が
苦
手
な
生
徒
で
も
'
何
か
を
表
現
す
る
と
き
、
人
の
前
で
発
表
す
る

と
き
な
ど
は
'
日
本
で
教
育
を
受
け
て
き
た
生
徒
に
は
出
来
な
い
よ
う
な
鮮

や
か
な
手
際
を
見
せ
た
り
'
日
本
語
は
稚
拙
で
あ
っ
て
も
深
い
洞
察
を
見
せ

た
り
す
る
。
こ
う
い
っ
た
各
自
が
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
出
来
る
機
会
を
設

け
、
生
徒
同
士
が
、
多
様
な
尺
度
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
お
互
い

を
評
価
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
へ
　
多
様
な
学
習
者
の
い
る
教
室
で
必
要
な
能
力
は
、
「
自
分
で
自
分

を
納
得
さ
せ
る
力
」
　
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
他
文
化
の
ゴ
ッ
タ
煮
の
中
で

学
ん
だ
大
き
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
昨
今
で
は
、
表
現
力
や
意
見
を
述

べ
る
力
を
養
成
す
る
と
い
う
目
的
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
授
業
へ
の
導
入
が
盛

ん
な
よ
う
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
授
業
で
身
に
つ
け
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
能
力
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
対
立
し
た
意
見
を
持
ち
、

話
し
合
い
を
し
た
際
に
感
情
的
・
感
覚
的
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ

て
も
、
論
理
的
に
相
手
が
正
し
い
場
合
は
'
自
分
で
自
分
を
納
得
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
話
し
合
い
の
際
に
'
存
在
す
る

の
は
「
適
切
で
あ
る
か
な
い
か
」
「
妥
当
で
あ
る
か
な
い
か
」
で
あ
り
'
「
勝
っ

た
か
負
け
た
か
」
　
で
は
な
い
と
い
う
意
識
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
異
な
る
背
景
を
持
っ
た
者
が
、
同
じ
教
室
で
学
ぶ
場

合
へ
　
同
じ
社
会
で
暮
ら
す
場
合
、
こ
の
ル
ー
ル
が
各
自
に
徹
底
し
て
い
な
け

れ
ば
共
存
は
危
う
い
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
各
自
が
身
に
し
み
て
理
解

す
る
よ
う
に
教
師
は
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L
へ
　
自
身
も
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用

蛇
足
な
が
ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
国
語
科
の
教
育
へ
の
援
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
も
少
々
考
察
し
て
み
る
。

本
学
園
で
は
'
授
業
で
使
用
さ
れ
て
い
る
時
間
以
外
は
'
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ラ
ボ
を
生
徒
が
自
由
に
使
用
で
き
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
朝
は
、
八
時
か
ら

夕
方
は
下
校
時
刻
の
六
時
ま
で
で
あ
る
。
中
学
一
年
時
に
各
ク
ラ
ス
一
字
期

間
、
全
員
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
念
へ
　
ロ
グ
オ
ン
の
仕
方
、
メ
ー
ル
の
受
け
方

出
し
方
'
W
W
W
の
閲
覧
の
仕
方
へ
ま
た
へ
　
ワ
ー
プ
ロ
へ
表
計
罪
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

生
ま
れ
る
前
か
ら
フ
ァ
ミ
コ
ン
が
存
在
し
て
い
た
世
代
で
あ
る
彼
ら
は
、

い
と
も
簡
単
に
そ
れ
ら
を
飲
み
込
ん
で
ゆ
-
。
彼
ら
の
多
-
が
熱
中
す
る
の

が
、
チ
ャ
ッ
ト
で
あ
り
B
B
S
と
よ
ば
れ
る
掲
示
板
で
あ
る
。
は
た
ま
た
へ

携
帯
電
話
を
黙
っ
て
操
作
し
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
そ
こ
か
ら
電
子
メ
ー
ル

を
発
信
し
て
い
た
り
も
す
る
。
テ
レ
ビ
の
'
若
者
向
け
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

で
も
字
幕
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
彼
ら
は
楽
し
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
、

実
は
、
活
字
自
体
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
'
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
言
語
は
'
作
家
の
高
村
茄
は
こ
れ
を
「
内
輪

の
記
号
紡
ぐ
社
会
」
と
表
現
し
た
が
へ
特
定
の
「
仲
間
内
」
で
し
か
通
用
し

な
い
話
し
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
り
'
咳
き
で
あ
り
'
ま
た
へ
　
「
一
こ
‥
」
と
い
っ

た
よ
う
な
記
号
で
あ
っ
た
り
す
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
れ
自
体
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
れ
自
体
は
道
具
で

あ
り
器
で
あ
る
の
で
、
重
要
な
の
は
そ
の
内
容
で
あ
り
、
不
特
定
多
数
へ
の

他
者
意
識
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
'
ま
た
、
生
徒
に

理
解
さ
せ
な
け
れ
ば
、
国
語
科
の
教
育
に
は
な
る
ま
い
。

本
学
園
の
英
語
科
で
は
'
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
際
し
て
へ
　
タ
イ
プ
さ
れ
た
も

の
を
提
出
さ
せ
る
の
が
定
例
で
あ
る
が
'
最
近
で
は
、
マ
ル
チ
・
メ
デ
ィ
ア

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
P
o
w
e
r

p
o
i
n
t
を
使
っ
た
作
品
を
提
出
さ
せ
て
い
る
担
当
者
も
複
数
い
る
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
生
徒
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
へ
授
業
で
全
員
を
前
に
　
(
た

い
て
い
の
場
合
、
参
観
は
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
'
朝
の
職
員
朝
礼
、
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
発
表
会
の
告
知
が
行
わ
れ
る
)
発
表
を
行
う
機
会
が
与
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
発
表
の
手
段
'
機
会
の
提
供
は
有
効
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
簡
単
に
ウ
ェ
ッ
ブ
・
ペ
ー
ジ
を
作
成
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
無

料
で
も
入
手
で
き
る
の
で
、
校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
全
校
生
徒
に
公
開
し

た
り
、
全
世
界
　
(
!
)
　
に
公
開
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
れ
は
へ
　
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
ト
し
よ
う
と
い
う
意
欲
を
喚
起
す
る
の
に
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

作
文
な
ど
の
提
出
物
を
タ
イ
プ
し
て
提
出
さ
せ
れ
ば
、
文
集
の
編
集
も
楽

で
あ
り
、
簡
単
に
印
刷
出
版
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

調
べ
も
の
に
関
し
て
も
'
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大
変
便
利
な
も
の
で
あ
る
。

必
要
な
の
は
'
収
集
し
て
き
た
資
料
を
単
に
剰
窃
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要

に
応
じ
て
構
成
し
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
能
力
の
養
成
で
あ
ろ
う
。

多
-
の
辞
書
が
C
D
-
R
O
M
さ
れ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
新

潮
文
庫
の
1
0
0
冊
」
な
ど
文
学
作
品
も
U
Q
-
K
O
S
化
さ
れ
て
お
り
へ

購
入
で
き
る
。
更
に
極
め
つ
け
は
'
「
青
空
文
庫
」
と
い
う
ウ
ェ
ッ
ブ
上
に

公
開
さ
れ
た
図
書
館
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
死
後
五
〇
年
を
経
て
著
作
権
の
切

れ
た
作
家
達
の
作
品
が
無
料
で
閲
覧
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(
h
t
t
p
.
＼
＼
w
w
w
.
a
o
2
0
r
a
.
g
r
.
j
p
＼
)
　
こ
こ
な
ど
も
「
活
字
離
れ
」
と
呼
ば
れ
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る
世
代
に
と
っ
て
違
和
感
な
-
活
字
に
接
す
る
こ
と
の
出
来
る
場
所
で
あ
ろ
う
。

(
千
里
国
際
学
園
中
等
部
・
高
等
部
国
語
科
)

(
1
九
九
九
年
　
大
阪
国
際
文
化
中
学
校
・
高
等
学
校
か
ら
改
称
)




